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研究会設立申請書 
 
１．研究会名称 埋もれた界面のＸ線・中性子解析研究会 

 

２．代表者（連絡担当者） 桜井  健次 
〒305-0047 茨城県つくば市千現1-2-1 
(独)物質・材料研究機構 量子ビームセンター 放射光解析グループ 

Phone : 029-859-2821 Fax : 029-859-2801 

電子メール sakurai@yuhgiri.nims.go.jp 

  sakurai@pas.tsukuba.ac.jp 
 

３．設立趣旨 
ナノサイエンス・ナノテクノロジーの研究開発においては、何がしかの物質によって覆われ

た「埋もれた」ナノ構造を扱う必要がある。また人工的に形成された積層構造の各層や各界面

は、常に上層に「埋もれた」状態にある。通常の顕微鏡的な方法による直接観察ができないた

め、試料を破壊せずに解析・評価することのできる手段として、Ｘ線および中性子による解析

技術を活用することが有力である。特に反射率法は、深さ方向の内部構造、具体的には各層の

膜厚、密度、また各界面のラフネスを非破壊的に求めることができ、また半導体・電子材料か

らソフトマテリアルまで、広範な材料に適用できる点で優れている。最近では、高輝度シンク

ロトロン放射光源等の先端研究施設を用い、微小領域分析、quick 計測等にも道が開かれつつ

あり、加えて埋もれた界面に敏感な回折・散乱および分光等の関連技術を総動員し、ナノサイ

エンス・テクノロジーの種々の未解決問題への取り組みが本格化しつつある。また、限られた

範囲で実現しつつある超短パルスＸ線源や高コヒレーンスのＸ線源の利用にも大いに関心が集

まっている。さらに２００８年に中性子発生に成功した 大強度パルス中性子源J-PARCを活用

し、またＸ線・放射光との相補利用により、これまでは困難とされてきた一層高度な解析をめ

ざそうという機運が高まっている。 
Ｘ線・中性子の高度利用と埋もれた界面の新解析技術の開発が急速に進みつつある状況から

見て、今後、諸外国においても、それらを発展させ、また駆使することにより、実際のナノサ

イエンス・ナノテクノロジーの課題の解決に活用する研究活動は相当に活発になると予想され

る。そこで、半導体・電子材料からソフトマテリアル、バイオシステムまで、種々の物質系に

おける埋もれた界面を高度なＸ線・中性子解析により解明する研究分野の開拓、発展を主な目

的として研究会の設立を提案する。本研究会は、2005年11月に発足した新領域グループの活動

の成果を継承するものであるが、J-PARC が利用可能になった新しい情勢を念頭に、これまで

以上に中性子の積極利用および、Ｘ線・放射光と中性子の相補利用に取り組むとともに、理論

研究者との交流を活発に推進する。既に特色となっている参加者の裾野の広さ、活動分野のバ

ラエティの豊かさをこれまで以上に生かし、門戸を広く開き、広範な物質系の埋もれた界面の

未解決問題に関心を持つ人々の参加を募りたい。必ずしもＸ線・中性子を専門としない研究者

をも迎え入れ、この研究会がなければあり得ないであろうインタラクションを目的意識的に組

織し、新研究分野の開拓、発展に取り組む。 
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４．新領域グループの活動 

(1)定例会合等の開催 
２００６年１月８日  第１回グループ会合 名古屋大学 （参加者数 １５名） 

２００６年３月２２日 第２回グループ会合 武蔵工業大学 （参加者数 ９名） 

２００６年５月１９日 Ｘ線・中性子解析による「埋もれた」界面の科学に関する企画調査会合 物質・材料

研究機構千現地区 （参加者数 １９名） 

２００６年８月２８日 Ｘ線・中性子解析による「埋もれた」界面の科学に関する企画調査会合 立命館大学

びわこ草津キャンパス （参加者数 ２１名） 

２００６年８月２９日 第３回グループ会合 立命館大学びわこ草津キャンパス （参加者数 １７名） 

２００７年３月２８日 第１回グループ会合 青山学院大学 （参加者数 １３名） 

２００７年３月２８日 教科書出版に関する第１回打ち合わせ会合 相模原第一ホテル（参加者数 １３名） 

２００７年９月３日 教科書出版に関する第２回打ち合わせ会合 ホテルサンルート札幌（参加者数 ９名） 

２００７年９月４日  第２回グループ会合 北海道工業大学 （参加者数 １４名） 

２００７年１２月９日 第３回グループ会合 日本大学駿河台キャンパス（参加者数 １７名） 

２００８年１月１３日 第１回グループ会合 立命館大学びわこ草津キャンパス（参加者数 ９名） 
２００８年３月２７日 第２回グループ会合 物質・材料研究機構東京会議室（参加者数 ９名） 
２００８年８月２６日 教科書出版に関する打ち合わせ第３回会合 グランキューブ大阪（参加者数 ７名） 
２００８年９月２日  第３回グループ会合 中部大学キャンパス 
２００８年１１月３０日（予定） 第４回グループ会合 名古屋大学 

 
(2) 研究ワークショップ開催 

a. ２００６年７月３日～４日 

埋もれた界面のＸ線・中性子解析に関するワークショップ２００６ 

マルコー・イン新横浜 （参加者数 ４３名） 

b.２００６年８月２９日 

Ｘ線・中性子による quick 反射率法の展望 - 表面や埋もれたナノ構造の変化を追う(II)立命館大学 （参加

者数 ７０名） 

2006秋の応用物理のシンポジウムの１つとして実施した。 

c.２００６年１２月９日～１０日 

第１７回日本MRS学術シンポジウム セッションG「量子ビームによる埋もれた界面の解析 －半導体・電子

材料からソフトマテリアルまで」 

日本大学 （参加者数 ４０名） 

d. ２００７年７月２２日～２４日 

埋もれた界面のＸ線・中性子解析に関するワークショップ２００７ 

東北大学金属材料研究所 （参加者数 ６４名） 

東北大学金属材料研究所共同研究および応用物理学会研究活性化支援金により実施された。 

e.２００７年9月４日 

Ｘ線・中性子による quick 反射率法の展望 - 表面や埋もれたナノ構造の変化を追う(III) 

北海道工業大学 （参加者数 ５０名） 

2007秋の応用物理のシンポジウムの１つとして実施した。 

f.２００７年１２月９日 

第１８回日本MRS学術シンポジウム セッションG「Ｘ線・中性子による埋もれた界面の解析 － 微小領域分

析およびquick 計測によるナノサイエンス・テクノロジーへの展開に期待する」 

日本大学 （参加者数 １００名） 
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(3) 講習会開催 
a. ２００７年１１月２９日～３０日 

第１回講習会「Ｘ線反射率法による薄膜・多層膜の解析」 

（独）物質・材料研究機構千現地区 （参加者数 ６３名） 

b. ２００８年３月２６日 

第２回講習会「Ｘ線反射率法による薄膜・多層膜の解析」 

（独）物質・材料研究機構千現地区 （参加者数 ４７名） 

 

(4) 論文集等、出版物の発行 

研究ワークショップの成果を次の冊子にて刊行した。 
a. KEK Proceedings 2006-3  

b. Transactions of Materials Research Society of Japan, Vol.32, No.1 (2007) 

c. Journal of Physics: Conference Series Vol.83 (2007) 

d. Transactions of Materials Research Society of Japan, Vol.33, No.3 (2008)  

また講習会のために「Ｘ線反射率法入門」（188 ページ）を発行した。 

 

(5) その他 

科研費特定領域研究「埋もれた界面の科学」を提案。２００７年６月にヒヤリングを受けたが、

残念ながら、採択には至らなかった。 

 

５．事業計画 

(1) メーリングリストおよびホームページによる情報交換 

(2) グループ会合開催（年３～４回） 

(3) 研究ワークショップ開催（年１回程度） 

(4) 講習会および中性子施設等の見学会の開催 

(5) 入門書、専門書等、書籍の出版 

(6) 国際標準化に関するディスカション 

 

６．予定される参加者数 ８０名程度 

 

７．存続希望期間  ３年 
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埋もれた界面のＸ線・中性子解析研究会設立賛同者一覧（案） 
 

（顧問） 

青野正和   物質・材料研究機構フェロー、MANA 拠点長 

菊田惺志   東京大学名誉教授 

合志陽一   東京大学名誉教授 

原田仁平   名古屋大学名誉教授 

水木純一郎  日本原子力研究開発機構副部門長 

 

（会員） 

秋本晃一   名古屋大学大学院工学研究科 

朝岡秀人   日本原子力研究開発機構量子ビーム応用研究部門中性子物質科学研究ユニット 

淡路直樹   富士通研究所基盤技術研究所 

井手亜里   京都大学国際融合創造センター 

原田雅史   株式会社豊田中央研究所 

尾身博雄   NTT 物性科学基礎研究所 

平野辰巳   (株)日立製作所日立研究所電子材料研究部 

高橋 浩   群馬大学工学部 

今栄東洋子  慶應義塾大学先導研究センター 

石井真史   物質・材料研究機構 

田中敬二   九州大学大学院工学研究院応用化学部門 

川村朋晃   日亜化学 

岡田一幸   (株)東レリサーチセンター構造化学研究部 

平野馨一   高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所 

朴慶浩    産業技術総合研究所イノベーション推進室 

林 好一   東北大学金属材料研究所 

小金澤智之  (財)高輝度光科学研究センター 

飯村兼一   宇都宮大学工学部応用化学科 

藤居義和   神戸大学研究基盤センター 

香野 淳   福岡大学理学部応用物理学科 

熊谷 寛   大阪市立大学大学院工学研究科 

柳原美広   東北大学多元物質科学研究所 

水沢まり   物質・材料研究機構 

久保田正人  高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所 

松野信也   旭化成基盤技術研究所 

松尾二郎   京都大学量子理工学研究実験センター 

松岡秀樹   京都大学大学院工学研究科高分子化学専攻 

平井光博   群馬大学工学部 

毛利恵美子  九州工業大学工学部物質工学科 

高橋正光   日本原子力研究開発機構量子ビーム応用研究部門 
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中山隆史   千葉大学理学研究科物理学コース 

鳥飼直也   高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所 

加藤徳剛   明治大学理工学部電子通信工学科 

坂田修身   (財)高輝度光科学研究センター 

奥田浩司   京都大学国際融合創造センター 

表 和彦   株式会社リガクＸ線研究所 

大西 洋   神戸大学大学院理学研究科化学専攻 

桜井健次   物質・材料研究機構 

佐野智一   大阪大学大学院工学研究科マテリアル生産科学専攻 

村田義夫   福岡大学理学部化学科物理化学研究室 

清水川豊   産業技術総合研究所 

高橋 真    (株)コベルコ科研 

隅谷和嗣   佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター 

藤本俊幸   産業技術総合研究所計測標準研究部門＆計測フロンティア研究部門 

瀧上隆智   九州大学大学院理学研究院化学部門 

田渕雅夫   名古屋大学ベンチャービジネスラボラトリー 

高田一広   キヤノン株式会社  

高原 淳   九州大学先導物質化学研究所 

武田全康   日本原子力研究開発機構量子ビーム応用研究部門 

竹田美和   名古屋大学大学院工学研究科結晶材料工学専攻 

竹中久貴   NTT アドバンステクノロジ株式会社 先端技術事業本部 

谷 克彦   リコー基盤技術研究センター 

谷田 肇   (財)高輝度光科学研究センター 

辻 幸一   大阪市立大学大学院工学研究科化学生物系専攻 

高橋敏男   東京大学物性研究所 

上ヱ地義徳  株式会社リガク 薄膜プロセス事業部 技術１グループ 

上田和浩   (株)日立製作所日立研究所 

宇留賀朋哉  (財)高輝度光科学研究センター 

渡部 孝   (株)コベルコ科研物理解析部表面・構造解析室 

伊藤義泰   株式会社リガク X 線研究所 

矢代 航   東京大学大学院新領域創成科学研究科物質系専攻 

矢野陽子   立命館大学 

横山英明   東京大学大学院新領域創成科学研究科物質系専攻 

吉本則之   岩手大学大学院工学研究科フロンティア材料機能工学専攻 

吉田郵司   産業技術総合研究所企画本部情報通信・エレクトロニクスチーム 

高橋 功   関西学院大学理工学部物理学科 


